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６月定例会会期日程（予定）

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。
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　目
に
も
鮮
や
か
な
、街
の
木
々
の

緑
が
美
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　草
木
や
花
に
と
、飛
び
交
う
蝶

や
、田
ん
ぼ
の
水
の
中
を
泳
ぐ
、オ

タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
、ま
た
大
空
を
羽
ば

た
く
鳥
な
ど
、こ
の
世
の
、「
生
き
と

し
生
け
る
」す
べ
て
の「
命
あ
る
生

き
物
」が
活
発
に
動
き
出
し
ま
す
。

　そ
ん
な
、躍
動
と
生
命
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
た
季
節
、我
々

「
坂
井
市
議
会
」も
、大
地
と
太
陽

か
ら
た
く
さ
ん
の
精
気
を
も
ら
い
、

今
ま
で
以
上
に
活
発
に
前
を
向
い

て
、市
政
全
般
に
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
開
か
れ
た
坂
井
市

議
会
を
目
指
し
て
い
く
中
で
、こ

の「
坂
井
市
議
会
だ
よ
り
」の
果
た

す
役
割
は
大
き
い
と
、信
じ
て
い

ま
す
。

　今
後
も
、し
っ
か
り
と
し
た
情
報

開
示
と
、見
や
す
い
紙
面
づ
く
り

に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　変
わ
ら
ぬ
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（T・W
）

傍聴受付・お知らせ

議会を傍聴してみませんか

６月  ９日（金）１０時～　　　　　　　　　本会議（行政報告・議案説明など） 

６月１９日（月）１０時～・２０日（火）１０時～　　本会議（一般質問） 

６月２２日（木）１０時～　　　　　　　　　産業建設常任委員会 

６月２３日（金）１０時～　　　　　　　　　教育民生常任委員会 

６月２６日（月）１０時～　　　　　　　　　総務常任委員会 

６月３０日（金）１０時～　　　　　　　　　本会議（委員長報告・採決など） 

Top
ics 2月20日

　昨年12月19日の坂井高校議会塾で生徒の
みなさんから出された提案をまとめ、竹吉
校長に報告しました。

※問い合わせや議会だよりに対するご意見がありましたら、左記の議会事務局連絡先までご連絡ください。

傍聴受付が簡単に！

名前、住所の記入をしなくてもＯＫ！
　平成２９年１月から、事務局で傍聴券を受け取るだけで、議会の
傍聴ができるようになりました。議場で、どのようなやりとりがされ
ているのか、ぜひ、生の空気を感じにお越しください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

坂井市役所本庁舎３階の議会事務局までお越しください。
※事前予約の必要はありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
傍聴券を受け取り、着用してください。
※お帰りの際には、傍聴券を議会事務局に返却してください。
　　　　　

議場の傍聴席は、２０席です。
※本会議の途中で入場や退場をすることもできます。
※傍聴席に空きがない場合は、多目的研修センター３階ロビーの
　テレビで本会議の模様をご覧になれます。

受　付

傍聴券

傍聴席

議　場

傍聴券

傍聴席

加戸小学校　6年

岩城　奏翔
いわ　き かな　と

当初予算概要

予算特別委員会

補正予算概要・広域連合・一部事務組合報告

常任委員会報告

代表質問

一般質問

一般質問・本庁舎整備特別委員会視察報告

定例会審議結果

議会報告会報告

傍聴受付・お知らせ

西長田
ゆりの里駅

太郎丸エンゼルランド駅

西春江ハートピア駅

下兵庫こうふく駅

大 関 駅

表紙 ： えち鉄駅名変更セレモニーの様子



23 当初予算概要 当初予算概要

総額602億9,293万円　（前年比　△4.9％）

　平成２９年度予算は、持続可能で堅実
な財政運営を図るため、さらなる選択と
集中による事業の重点化を図りながら、
「後期総合計画」や「坂井市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」など、根幹となる市
の計画を着実に推進する予算編成とな
っています。

越前加賀インバウンド推進事業　2,147万円
受入れ体制の整備、広報活動等

寄附市民参画事業　5,000万円
【拡充】返礼品、Web・雑誌広告等

津波避難計画マニュアル作成委託　400万円
マニュアル作成委託料

ＵＩＪターン雇用促進事業　405万円
都市部での就職説明会開催企業への補助金

市内就職者への奨励金等

（仮称）雄島こども園整備事業　4億1,551万円
工事管理委託料、建物新設工事費等

平成２９年度
注目の事業！

【市の予算規模】

【一般会計の内訳】

会　　　計

総　　　計

予算額 前年度比較
（万円未満四捨五入）

一般会計 

国民健康保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

水道事業会計 

公共下水道事業会計 

農業集落排水事業会計 

病院事業会計 

383億4,000万円

98億7,030万円

8億8,344万円

28億2,565万円

58億2,078万円

4,705万円

25億571万円

602億9,293万円

△6.3%

△1.1%

8.9%

0.6%

△6.8%

△5.8%

△1.8%

△4.9%

市　税
121億160万円

市　債
57億8,650万円

地方消費税交付金など
18億6,200万円

地方交付税
69億8,000万円

民生費
121億5,573万円

総務費
62億7,977万円

教育費
36億7,308万円

農林水産業費
20億1,107万円

衛生費
41億3,592万円

土木費
31億5,918万円

消防費
19億4,856万円

商工費　11億1,673万円

議会費　3億1,301万円 労働費　1億1,213万円

諸支出金　1億0,974万円

予備費　1,000万円

公債費
33億1,508万円

国・県支出金
65億3,406万円

財産収入など
17億1,660万円

地方譲与税　3億1,660万円

分担金及び負担金
6億9,852万円

使用料及び手数料　7億2,954万円

繰入金　14億1,458万円

繰越金　2億円

44.1％55.9％

福井しあわせ元気国体実行委員会負担金　1億円
【拡充】プレ大会経費等

「笑顔で住みたくなるまちづくり」　の実現を目指し　　

平成29年度当初予算平成29年度当初予算

歳入

本庁舎建設事業　３，７５０万円
建設工事設計委託等

歳出



5 4予算特別委員会予算特別委員会

予算特別委員会
～２月２２日・２３日・２４日、３月２１日開催～

予算の活か
し方を審議

主な質疑と答弁

　　　　【軽自動車税】
軽自動車の販売が激減していると聞くが、増収
を見込んでよいのか。

全国的に軽自動車販売台数は、減少している
が、坂井市の軽四輪自動車課税台数は年々増
えていることから、減収はないと見込んでい
る。

議員

市

　　　　【小学校管理事業・中学校管理事業】
各学校でのパソコンやタブレット配置は、学校の
生徒、児童数に合わせて、バランスよく配分され
ているのか。

合併特例債の執行率がかなり大きい。将来的な福祉の充実、教育予算も含めて想定するのであれば、今の財
政運用は、かなりハード面に比重をかけすぎている。財政上の見通しが危ういのではないか。

パソコンについては、１クラス分の児童・生徒が、
ほぼ一人１台使用できる台数が整備されている。
また、タブレット端末については、学校の要望を
聞きながら、予算の範囲内で整備している。

議員

市

　　　　【新幹線対策事業】
事業対策工事費や補助金の内容は。

工事予定としては、市道側溝改良や公園施設
の改良、市道拡幅工事の実施など。補助金に
ついては、地元振興策としての農道舗装や用
排水の施設の整備、また集会施設改修に伴う
補助金を交付する予定である。

議員

市

　　　　【幼保園等管理運営事業】
春江東保育園とゆり保育園に第１希望で入園で
きない子どもが多い状況を、どう解消するのか。

人口増減の予測を再度見直したうえで、施設
の規模拡大も検討していく。
民間の春江ゆり保育園にも、保育士確保によ
る受入れ拡大をお願いしている。

議員

市

　　　　【津波避難計画マニュアル作成委託】
地域防災計画の中に避難計画があるが、なぜ津
波避難計画マニュアルを作成することになった
のか。

地震による津波発生直後から津波が終息するま
での間、住民の生命、身体の安全を確保するため
に策定するもので、より実践的な避難マニュアル
ということで今回作成したい。

議員

市

　　　　【有害鳥獣捕獲事業】
これまでの推移を見て、課題や今後の対策が
新年度予算の中で新たに盛り込まれているの
か。

新たな地区でイノシシの出没などがあり、鳥獣害
対策協議会を通じて、新たな対策として、県に被
害防止柵設置などの要望をしている。

議員

市

　　　　【三国病院：地域包括ケア病床導入
サポート委託事業】
地域包括ケア病床は、何床計画して、導入時
期はいつを目指しているのか。

４階病棟全床の５５床を予定しており、導入時期
については、早ければ平成２９年６月１日を予定し
ている。

議員

市

　　　　【三国病院事業工事請
負費】

外来情報ソリューション設置の
概要は。

外来診療の順番状況や病院か
らのお知らせ情報

などをモニターで表示して、待
っている患者の不

安を解消したり、名前をフルネ
ームで呼ばれるこ

とによる個人情報流失防止な
どを目的とするも

ので、稼働は平成２９年８月の
お盆明けを予定し

ている。　　

議員

議員

市

将来を担う子どもたちの安全、安心を考えて、学校の耐震や改修など、どうしてもやらないといけないこと
をやってきた。コミュニティセンターについても同様。合併特例債の発行期限が終了する平成32年以降は、
厳しくなると思うが、今、やらないといけないことは、合併特例債を使った方がいい選択だと思う。

市長

　　　　【補助金全般】

補助金等合理化委員会からの
提言書について、

今後どのように対応していくの
か。

平成29年度に、全ての補助金
について内部検証

作業を行い、その上で見直し
が必要と判断され

る補助金は、補助事業者など
と調整を行い、平成

30年度予算に反映していきた
い。

議員

市

　　　　【農山漁村活性化プロジェクト支援事業】ゆりの里公園再整備について、事業費が当初の見込みより引き上げられることになったのは、どこに起因するのか。

社会情勢による建設資材などの高騰、地盤沈下などでへこんだインターロッキングの舗装、直売所の売り場面積の拡大、せせらぎ水路などの感電防止を考慮した光ファイバー採用による増などが主な要因である。

議員

市

　　　　【えちぜん鉄道沿線ブランド化事業】
えちぜん鉄道の駅名が変
更される西春江駅、西長田
駅などの利用環境整備、駅
舎整備についての考えは。

市内９駅において、トイレ設置やバリアフリー整
備がされていないところもあるので、地元や利用
客ニーズも把握し、財源のことも勘案しながら、
順次整備していきたい。

議員

市

将来にわたる財政運用を市長に問う！将来にわたる財政運用を市長に問う！

　　　　【資源（古紙類等）回収奨励金】
資源回収奨励金の内容は。

段ボール、雑誌、新聞回収を見込んでおり、団体
に対して１㎏当たり４.５円、業者に対しては、１円
の奨励金を交付。また、雑がみ分別を広く浸透、
習慣化できるよう、雑が
みに関して、３年間に限
り奨励金を１㎏当たり10
円に引き上げる。

議員

市

※

※雑がみ…新聞、雑誌、段ボール、紙パック以外のリサイクルできる紙。



補正予算概要・広域連合・一部事務組合報告常任委員会報告

平成28年度　一般会計３月補正予算概要

坂井地区広域連合
　坂井市とあわら市で構成。
　介護保険・さかいクリーンセンター・代官山斎苑墓地に関する
事業を行う。

　平成29年2月：第56回定例会
　　平成28年度 一般会計補正予算　他7件を可決
　主な議案
　　平成29年度一般会計予算　可決
　　平成29年度介護保険特別会計予算　可決
　　平成29年度代官山墓地特別会計予算　可決

福井県後期高齢者医療広域連合
　県内すべての市町で構成。
　被保険者の資格の管理や保険料の決定、医療の給付などに関す
る事務を行う。

　平成28年11月：第2回定例会
　　副広域連合長の選任につき議会の同意を求めること
　　について　同意
　　平成27年度 一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定
　　について　認定
　　平成28年度一般会計補正予算、特別会計補正予算　可決

嶺北消防組合議会
　坂井市とあわら市で構成。

　平成28年12月：第4回臨時会
　　平成28年度一般会計補正予算　可決
　　嶺北三国消防署庁舎改修工事（建築）請負契約の変更
　　について　可決
　　一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す
　　る条例について　可決

　平成28年12月：第4回臨時会
　　平成28年度モーターボート競走事業会計補正予算　
　　他3件を可決　
　主な議案
　　特別職の職員の給与及び旅費等に関する条例の一部
　　を改正する条例について　可決

越前三国競艇企業団
　坂井市と越前市で構成。
　競艇事業の運営を行う。

　平成28年12月：第98回定例会
　　一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す
　　る条例の制定について　可決
　　平成28年度五領川下水道事業会計補正予算　可決

五領川公共下水道事務組合
　坂井市・永平寺町で構成。
　九頭竜川廃川敷およびその周辺の区域に係る公共下水道の設置、
改築、修繕、維持その他の管理に関する事務を行う。

67

△7億269万円（補正後の額　416億4,165万円）

嶺北消防組合負担金 △6，060万円

　化学消防ポンプ車購入費の確定および嶺北丸岡消
防署建築工事・監理委託費確定による負担金の減額。

地方創生推進事業 5，000万円

　三国湊地区にある空き家を「アーバンデザインセン
ター坂井」として整備し、坂井市全域を対象とする空き家
を利活用した移住・定住対策などに取り組む拠点とする。

庁舎等施設整備事業 △2億743万円

　（仮称）坂井市みくに市民センター建設工事におい
て、出来高における進捗に合わせ平成２８年度の支払い
予定額を減額。

広域圏事務事業 △8，980万円

　福井坂井地区広域市町村圏事務組合事務費の確定
に伴う減額。

国民健康保険特別会計繰出金△3億2，503万円

　国民健康保険事業の健全な財政運営と安定化を図
るための法定内繰出金を減額。また、財源調整として
法定外繰出金を減額。

一般廃棄物収集処理事業 △1億2，264万円

　広域圏清掃センター負担金の確定による減額。

小学校施設整備事業 　3億9，045万円

　国の平成２８年度第２次補正予算の内定を受けたこと
により、春江西小学校、大石小学校の大規模改造工事を
前倒しで実施。

上安田3号線道路改良事業 △5，090万円

　国の交付決定額が要望額より減額となったため、当
該年度事業費を減額。

総務部

財務部

総合政策部

総務常任委員会報告

▲福井港（委員会視察地）

主な質疑応答

交流ホールを利用している利用者負担は、具

体的にどのようになる見通しか。

料金設定が低かったところは、今回の改定に

より上がるところはある。コストについては、

施設全体のコストをスペースごとの面積で案分

している。

中国嘉興市との交流に関して、今後も相手の

出方を待つこととなるのか。

平成29年度はそういう形をとり、その後、今

後の方向性については、具体的に考えていく。

ホームページについて広告バナーがないの

で、少しでも多く広告を掲載できるよう、広告

代理店を使ってはどうか。

近隣市町村の導入実績や、メリット、デメリ

ットなどを研究して検討したい。

高齢者の運転免許返納について、コミュニティ

バス生涯無料などの検討は、されていないのか。

返納数は現在117件で、例年の2倍以上とな

ってきた。生涯無料なども含め検討していきた

い。

ＪＲ丸岡駅のトイレを洋式化できないか。

女性用は、和式と洋式が1個ずつあるが、男

性用についても洋式化に向けて前向きに検討し

ていく。

結婚サポート事業でのセミナー開催とはどの

ような内容か。

高校生対象のセミナーで、将来の大学進学・

結婚など自分の将来設計を考えるセミナーを開

催する。

広域圏の電算共同利用について、独立して行

う考えはないか。

平成28年度に更新して、時期は平成33年度

までであるが、平成29年度から平成30年度に

かけ、方向性を決めていく。

これから10年のまちづくり協議会のあり方を

どのように考えているか。

地元企業を含め、各種団体との連携促進が必

要であると考える。また女性の参画など、地域

のさらなる掘り起こしも必要であり、コミュニ

ティセンターの役割も交流の場として活用され

ることにより、増すものと考える。

法人住民税の税率引き下げによる収入減の影

響はどうか。

地方法人税の引き下げ分を国税化し、その分

が全額交付税で分配されるため影響はない。

債権回収事業におけるファイナンシャルプラ

ンナー活用について相談時にどのような解決の

仕方を図っていくのか。

ファイナンシャルプランナーを介して３者懇

談をしながら、生活の中に密着して家計を改善

していけるようにしたい。

入湯税が600万円減収しているが、今後の対

応をどう考えているか。

指定管理者のさまざまな事業の展開やお客を

増やすような方策を指導するようにしており、

現状維持あるいはそれ以上の増収になるよう指

導していく。

公共施設総合管理計画について、４つの町の

保有する公共施設はどれくらいか。

平成27年度末の施設は、三国町が93施設、

丸岡町が89施設、春江町が50施設、坂井町が

42施設である。今後は合併特例債の発行期限と

なっている平成32年までについては、再編など

により、おおよそ10施設ぐらい減る予定であ

る。

 

▲三国競艇場
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市民福祉部

三国病院

教育委員会

主な質疑応答

（仮称）雄島こども園の設計について、保育

士からの意見はどのように反映されているの

か。

設計業者との打ち合わせ時に、宿と安島両幼

保園の保育士も入っている。

音楽体操いきいき教室参加者から100円をな

ぜ徴収するのか。

自身の健康の保持増進に努めることは本人に

課せられており、ある程度の自己負担により介

護予防教室を実施する。

子育て支援センターを土曜日に開設できない

か。

まだ日程は確定していないが、試験的に運用

したいと考えている。

全額納める確約が取れている人の、短期保険

証の交付はいらないのではないか。

国保税を納期までに納めている方との公平性

の観点から、差をつけている。

給食センターの臨時職員が集まらなかった原

因についてどう考えるのか。また、現場に支障

はないのか。

集まらない原因についてはわからない。しか

し、現場での支障をきたすことはない。

不登校の未然防止や不登校の初期対応に関す

る調査研究について、どう成果が上がるのか。

丸岡中学校区全ての小中学校全職員の組織に

より、分かる授業づくりを中心に研究を進めて

いる。学校が楽しければ不登校は減るであろう

という研究主題の下、少しでも子どもたちが楽

しく学校へ通えるような、児童生徒の育成に取

り組んでいる事業である。

国際交流派遣事業について、経済的に困難な     

家庭では応募しないのではないか。

一人でも多くの方、また経済的に困難な生徒

も参加できるような方法を検討していく。

東京オリンピックのキャンプ誘致について、

何か進展はあるのか。

ペルー共和国大使館を訪問し、三国運動公園

陸上競技場の施設の素晴らしさ、周辺の環境の

素晴らしさをパンフレットを通じてＰＲをおこ

なってきた。

医事業務を委託せずに職員でできないのか。

病院建設時に委託という方向性で行ってお

り、今後職員で行うことになると、経費や職員

育成にかなりの時間を要するので、現状のまま

でいきたい。

地域包括ケア病床55床を導入した場合に、急

性期病院としての対応は十分できるのか。

３階に急性期病床を50床用意し、入院される

方が当初急性期に入り、後に地域包括ケア病床

に移動する方法で対応できる。

産業環境部

建設部

主な質疑応答

ふるさと納税の返礼品カタログの内容は。

返礼品は全部で172品目ある。そのうち農水

産品としてコシヒカリなどコメ関係が22品目、

若狭牛などの肉関係が41品目、魚介類が27品

目、野菜・果物関係が10品目となっている。

坂井高校が作成した鳥獣害対策用の檻の活用

は。

平成28年度に3基作成した。鳥獣被害が新た

に発生している地域を中心に配置していきた

い。また、新たな鳥獣害対策として、イノシシ

を数匹捕獲できる大型の檻の配置も検討してい

る。

バスターミナル周辺整備や丸岡城周辺整備に

関連して、早急に地籍調査をすべきでは。

市では農村集落で地籍調査をしており、人口

集中地区は、国の直轄事業として福井地方法務

局が実施している。今後、周辺整備事業と整合

性をとりながら、国に一日でも早く地籍調査に

着手するよう要望していきたい。

インバウンドに対応した観光担当者の外国語

スキルは十分と考えるか。

多くは戸惑いながら接客しているのが実態で

ある。市の観光連盟をはじめ、越前加賀インバ

ウンド推進機構や坂井・あわらエリア周遊滞在

型観光推進事業の中で、積極的に人材育成に取

り組んでいきたい。

地域美化協力金の今後の方針は。

３年間の時限措置を設けて交付するが、その

後は、地域の実情や現状を踏まえながら、包括

的な問題解決として補助金を検討していきた

い。

「空家等対策協議会」の権限とメンバー構成

は。

空家の対策を市だけの考えではなく、第三者

の協議会の意見を聞きながら進めていきたいと

考えている。大学の教授、弁護士、司法書士、

不動産業界、建築士、福祉関係者、関係行政機

関、市議会議員などで構成したい。

末政・随応寺線道路の改良事業について、平

成30年の国体までに、国道8号から西の方の工

事を完成すべきでは。

国の社会資本総合整備交付金による整備で、

現在、北横地地係を施工中である。平成31年度

で整備完了を目指していて、福井国体までの完

成は難しい状況である。

団地の人が奉仕活動で側溝を掃除したとき、

上げた泥を市に処分をしてもらえないか。

団地周辺の場合などは、土のう袋を支給し、

その中に入れたものを市が撤去しているのが現

状である。

▲丸岡支所から見たバスターミナル周辺 ▲地域包括ケア病床の導入を予定している三国病院

常任委員会報告常任委員会報告

※

※地域包括ケア病床…在宅復帰支援機能を持った病床。
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問

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
今
後
の
戦
略 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
へ
の
戦
略
は
。 

　海
外
が
注
目
す
る
企
画
や
手
法
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

子
育
て
支
援
の
拡
充 

「
第
二
子
保
育
料
の
完
全
無
料
化
」は
。 

　財
政
や
施
策
に
及
ぶ
影
響
を
考
え
る
と
、

実
施
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

ゆ
り
の
里
公
園
整
備
の
今
後
の
計
画

年
間
の
利
用
、
入
込
客
数
、
売
上
目
標
な

ど
、ど
う
見
て
い
る
か
。 

　直
売
所
は
、
９
万
８
千
人
の
入
場
者
と
想

定
し
て
お
り
、
９
７
０
０
万
円
程
度
が
見
込

ま
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
公
募
中
で
、
経
営
方

針
を
基
に
今
後
試
算
し
て
い
く
。

三
国
湊
地
域
の
活
性
化

観
光
客
を
三
国
湊
旧
市
街
地
へ
誘
導
す

問問 答

問問問答答答

答答

答

答答

答答

問

問問

問

問

る
具
体
策
は
。

　

「
三
國
湊
町
北
前
船
体
感
事
業
」
に
来
年

度
か
ら
取
り
組
み
、
観
光
バ
ス
も
利
用
で
き

る
駐
車
場
の
整
備
も
考
え
て
い
る
。

強
い
農
林
水
産
業
の
振
興
　

　担
い
手
育
成
の
為
の
助
成
支
援
は
。

　補
助
事
業
な
ど
の
支
援
、
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
強
化
を
実
施
し
た
い
。

　

　漁
業
の
後
継
者
不
足
対
策
は
。

　経
営
支
援
策
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
。

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
向
け
て

　本
市
で
の
用
地
取
得
率
の
実
態
と
、
地
域

振
興
策
と
の
関
連
は
。

　非
常
に
低
い
取
得
率
で
あ
り
、
地
域
振
興

策
と
の
関
連
は
、
予
算
の
中
で
、
了
承
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

　福
井
〜
芦
原
温
泉
駅
間
に
え
ち
鉄
、
路
線

バ
ス
の
組
み
合
わ
せ
が
重
要
で
は
。

　在
来
線
と
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
と
結
節
す
る

バ
ス
便
の
運
行
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
な
ど

の
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

丸
岡
支
所
横
の
賑
わ
い
創
出

　丸
岡
支
所
周
辺
の
整
備
は
。

　丸
岡
支
所
前
駐
車
場
お
よ
び
丸
岡
消
防

署
跡
地
を
含
め
た
敷
地
で
の
施
設
の
レ
イ

ア
ウ
ト
を
考
え
、
情
報
・
観
光
機
能
を
備
え

た
整
備
と
し
た
い
。

　支
所
〜
丸
岡
城
の
導
線
を
、
国
宝
化
に
向

け
た
活
動
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
ぐ
の
か
。

問問問

　支
所
〜
丸
岡
城
を
結
ぶ
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
国
宝
化
へ
の
機
運
醸
成
と
、
空
き
店

舗
な
ど
を
利
活
用
し
た
新
規
起
業
者
を
呼

び
込
む
動
機
付
け
に
な
る
と
考
え
る
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
へ
の
取
り
組
み

　　窓
口
業
務
の
方
向
性
と
、
本
庁
舎
整
備

後
、
住
民
窓
口
の
配
置
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

　民
間
委
託
の
導
入
は
、
慎
重
に
検
討
し
、

わ
か
り
や
す
い
動
線
計
画
と
案
内
表
示
の

検
討
を
し
た
い
。

市
民
生
活
の
深
刻
化
と
坂
井
市
政
が

果
た
す
べ
き
役
割

　坂
井
市
民
の
生
活
保
護
世
帯
数
、
就
学
援

助
児
童
数
、
年
金
収
入
、
雇
用
者
報
酬
の
10

年
間
の
推
移
は
。 

　ま
た
、市
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
。 

　生
活
保
護
世
帯
数
は
、
91
世
帯
か
ら
１
４

１
世
帯
。

　就
学
援
助
児
童
数
は
、
小
学
生
が
２
３
１

人
か
ら
２
９
６
人
、
中
学
生
は
１
５
７
人
か

ら
２
４
３
人
。

　年
金
収
入
は
、
２
４
０
万
円
か
ら
２
０
０

万
円
。

　雇
用
者
報
酬
は
、
４
２
０
万
円
か
ら
３
９

０
万
円
。

　育
児
、
介
護
、
障
害
、
貧
困
な
ど
複
合
化
・

複
雑
化
し
た
課
題
を
受
け
止
め
、
総
合
的
な

相
談
支
援
体
制
を
構
築
す
る
。

子
育
て
支
援
の
抜
本
的
強
化

　①
春
江
地
区
、
丸
岡
磯
部
地
区
で
は
保
育

園
が
不
足
し
て
い
る
。 

②
就
学
援
助
の
支
給
時
期
の
前
倒
し
を
。

③
学
校
通
学
支
援
事
業
の
保
護
者
負
担
を

廃
止
す
る
こ
と
。

　①
施
設
の
増
改
築
を
含
め
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
る
。

②
検
討
し
た
い
。

③
バ
ス
を
利
用
で
き
る
児
童
と
で
き
な
い

児
童
と
の
公
平
性
を
考
え
、
負
担
す
る
必
要

が
あ
る
。

答答

▲平成29年6月にオープン予定のゆりの里公園
　直売所

▲東尋坊

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

行
政
改
革
と
財
政
強
化

今
後
の
財
政
規
模
に
対
す
る
適
正
な
人

件
費
と
物
件
費
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。

 

現
在
、
人
口
と
産
業
構
造
を
基
準
と
す
る

類
似
団
体
で
、
平
成
27
年
度
地
方
財
政
状
況

調
査
の
住
民
一
人
当
た
り
の
人
件
費
と
物
件

費
の
平
均
決
算
額
を
比
較
し
て
考
え
た
い
。

都
市
計
画

都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
よ
る
立
地
適

正
化
計
画
の
策
定
状
況
と
今
後
の
対
応
は
。

総
合
計
画
や
都
市
計
画
と
並
行
し
て
進

め
る
。策
定
時
期
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
平

成
31
年
度
ま
で
の
２
カ
年
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

観
光
振
興

観
光
拠
点
と
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

「
東
尋
坊
」「
三
国
温
泉
」「
芦
原
温
泉
」
を

答答答

答答答

問問

問問問

問

坂
井
市
の
新
た
な
10
年
に
向
け
て

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
へ
の

対
策
は
。

坂
井
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
お
い
て
、
安
定
し
た
雇
用

の
創
出
、
新
し
い
人
の
流
れ
、
若
い
世
代

の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
、
安
心
な
暮

ら
し
を
守
る
と
い
う
４
つ
の
基
本
目
標

と
、
移
住
・
定
住
の
促
進
、
少
子
化
・
高

齢
化
対
策
、
女
性
の
活
躍
推
進
、
経
済
・

観
光
の
活
性
化
、
都
市
基
盤
の
整
備
の

５
つ
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
も
と
、
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
強
化
や
妊
娠
・
出
産

支
援
の
充
実
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ー
ン
の

促
進
、
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機
と
し

た
観
光
産
業
の
育
成
、
空
家
の
利
活
用

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

内
堀
の
復
元
も
含
め
、
中
長
期
的
な

視
野
で
丸
岡
城
の
周
辺
整
備
を
行
う
べ

答

答

問問

き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

内
堀
の
復
元
整
備
を
実
施
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
範
囲
に
学
校
や

体
育
館
だ
け
で
な
く
、
一
般
住
宅
や
飲

食
店
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
た
め
、
地

域
住
民
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
の
理
解
が
必
要
と
考
え
る
。

図
面
な
ど
の
デ
ー
タ
な
ど
も
乏
し
い

こ
と
か
ら
、
今
後
、
国
や
県
の
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
計
画
的
に
調
査
を
進
め
て

い
き
た
い
。

周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
価

値
を
大
事
に
し
つ
つ
、
市
民
全
体
の
理

解
や
協
力
を
得
な
が
ら
、
時
間
を
か
け

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

観
光
拠
点
と
位
置
付
け
る
。路
線
バ
ス
の
運

行
本
数
の
充
実
、
観
光
タ
ク
シ
ー
プ
ラ
ン
、

レ
ン
タ
カ
ー
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
宿
泊
プ

ラ
ン
作
成
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

少
子
化
対
策
・
結
婚
支
援

「
結
婚
応
援
企
業
」を
設
立
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
県
に「
ふ
く
い
結
婚
応
援
企
業
」制

度
が
あ
り
、企
業
間
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援

同
時
に
在
校
し
て
い
る
小
中
学
校
の
給

食
費
を
、
第
２
子
は
２
分
の
１
、
第
３
子
以

降
は
無
料
に
し
て
は
ど
う
か
。

給
食
費
の
保
護
者
負
担
は
、
総
額
で
約
４

億
４
３
４
０
万
円
で
あ
る
。負
担
の
軽
減
に

つ
い
て
は
現
時
点
で
は
難
し
い
。

健
康
増
進

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
糖
尿
病

対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

健
康
づ
く
り
推
進
員
、
保
健
師
、
栄
養
士

の
訪
問
、
レ
セ
プ
ト
分
析
な
ど
に
よ
る
効
果

的
な
重
症

化
予
防
対

策
に
向
け
、

検
討
し
て

い
き
た
い
。

▲丸岡城



一 

般 

質 

問

児
童
の
登
下
校
時
の
安
全
対
策
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

昨
年
、春
江
町
の
市
道
に
お
い
て
集
団

登
校
中
の
列
に
車
が
飛
び
込
む
事
故
が

あ
っ
た
が
、こ
の
事
故
を
受
け
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

事
故
現
場
か
ら
大
石
小
学
校
へ
の
通

学
ル
ー
ト
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
保
護
者
か
ら
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
外
側
線
を
引
く
な
ど
の
対
応
に
つ

い
て
検
討
す
る
な
ど
、
児
童
た
ち
が
安

全
に
通
学
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
定
期
的
に
通
学
路
の
安
全
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、
安
全
対
策
を
推

進
し
て
い
く
。

坂
井
市
へ
の
転
入
者
数
増
に
向
け
て

本
市
へ
の
転
入
者
数
増
に
向
け
て
の

具
体
的
な
施
策
は
。

県
と
合
同
で
、
移
住
・
定
住
相
談
会

を
東
京
で
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

ま
た
、
移
住
す
る
際
の
判
断
材
料
で

あ
る
、
就
業
先
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
、
大
都
市
で
の
就
職
面

接
会
を
予
定
し
て
い
る
。

「
住
み
た
い
ま
ち
」
と
し
て
の
子
育
て

環
境
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
住
環
境
の

答答

答

問

問

問

渡辺　竜彦

小
学
校
の
英
語
教
育

２
０
２
０
年
英
語
教
育
義
務
化
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
の
か
。

小
学
５
・
６
年
生
に
つ
い
て
は
、
教

科
と
し
て
英
語
の
授
業
が
始
ま
る
。

県
で
は
２
年
前
倒
し
し
て
２
０
１
８

年
度
よ
り
段
階
的
に
実
施
し
、
６
年
生

は
英
語
科
と
し
て
週
２
時
間
で
年
間
70

時
間
、
５
年
生
は
外
国
語
活
動
と
し
て

週
２
時
間
で
年
間
70
時
間
実
施
す
る
。

２
０
２
０
年
度
か
ら
は
検
定
済
み
の

教
科
書
を
使
用
し
て
英
語
科
を
実
施
し

て
い
く
。

小
学
３
・
４
年
生
に
つ
い
て
は
２
０

１
８
年
度
か
ら
外
国
語
活
動
と
し
て
週

１
時
間
で
年
間
35
時
間
を
実
施
す
る
。

新
し
く
な
る
英
語
教
育
に
向
け
た
学

校
、先
生
方
の
対
応
は
ど
う
か
。

英
語
が
教
科
に
な
っ
て
も
、
そ
の
指

導
の
中
心
は
担
任
の
先
生
で
あ
り
、
中

核
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
や
、
全
小

学
校
を
対
象
と
し
た
英
語
教
育
の
リ
ー

ダ
ー
の
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
授
業

の
進
め
方
な
ど
工
夫
し
た
指
導
が
行
わ

れ
て
い
る
。

他
の
教
科
の
時
間
が
削
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
の
か
。

英
語
の
時
間
が
週
１
時
間
増
え
る
こ

と
に
な
る
が
、
他
の
教
科
の
授
業
数
が

削
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

答答答

答

問問

問

問

南川　直人

日
本
語
や
日
本
文
化
の
理
解
が
大
切

で
国
語
教
育
と
連
携
し
て
日
本
語
の
特

徴
や
良
さ
に
気
付
か
せ
る
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

小
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

ど
の
教
科
で
学
習
さ
れ
、
指
導
者
や
教

材
は
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
る
の
か
。

あ
ら
ゆ
る
教
科
で
育
ま
れ
る
思
考
力

を
基
盤
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

働
き
を
自
分
の
生
活
に
生
か
す
こ
と
を

身
に
付
け
る
も
の
で
、
I
C
T
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
整
備
、
無
線
L
A
N
環
境
の

整
備
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
教

員
の
授

業
力
向

上
を
推

進
し
て

い
く
。

整
備
な
ど
総
合
的
な
移
住
・
定
住
支
援

策
に
よ
り
転
入
者
の
増
加
に
努
め
て
い

き
た
い
。

坂
井
市
へ
の
Ｕ . 

I
タ
ー
ン
の
施
策

U
・
I
タ
ー
ン
者
数
増
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
。

都
市
部
で
の
就
職
面
接
会
を
開
催

し
、
U
・
I
タ
ー
ン
就
職
者
に
対
す
る

一
定
条
件
で
の
奨
励
金
の
支
給
を
考
え

て
い
る
。

今
後
も
、
福
井
労
働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
三
国
、
市
内
企
業
、
P
T
A
と
連

携
し
な
が
ら
、
U
・
I
タ
ー
ン
者
数
の

増
加
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
。

一 般 質 問一 般 質 問

▲坂井市定住情報サイトより

▲小学校での英語授業の様子

後藤　寿和

坂
井
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
の
進
め
方

平
成
29
年
度
か
ら
31
年
度
に
か
け
て

策
定
予
定
の
坂
井
市
歴
史
文
化
基
本
構

想
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
策
定
す
る
こ
と

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
。

坂
井
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
中
で

主
要
施
策
に
上
が
っ
て
い
る
た
め
取
り

組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

策
定
作
業
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。市

内
に
は
多
種
多
様
な
文
化
遺
産
が

伝
わ
っ
て
い
る
の
で
、
指
定
・
未
指
定

に
関
わ
ら
ず
文
化
財
と
捉
え
、
平
成
29

年
度
は
基
本
調
査
を
実
施
し
、専
門
家
・

市
民
・
行
政
を
含
め
た
委
員
会
を
設
立

し
て
進
め
て
い
く
。

文
化
庁
が
平
成
27
年
度
に
発
表
し
た

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
第
４
次
方
針
に

従
う
と
、
こ
の
基
本
構
想
の
中
に
文
化

芸
術
も
含
む
べ
き
と
思
う
が
。

市
民
の
文
化
芸
術
活
動
は
地
方
創
生

の
実
現
を
図
る
地
域
資
源
と
し
て
欠
か

せ
な
い
要
素
で
あ
る
の
で
、
歴
史
文
化

基
本
構
想
と
の
密
接
な
関
連
事
項
と
し

て
検
討
し
た
い
。

答答答

答

問問問

問

上出　純宏

丸
岡
歴
史
民
俗
資
料
館
の
在
り
方

丸
岡
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
資
料
館

と
し
て
の
役
割
を
果
た
さ
ぬ
ま
ま
に
10

年
来
据
え
置
か
れ
て
い
る
。

公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
で
は
老
朽

化
の
た
め
に
閉
館
を
検
討
と
さ
れ
て
い

る
が
、こ
れ
を
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

　

現
施
設
は
保
存
に
必
要
な
湿
度
や
温

度
の
管
理
の
機
能
が
不
十
分
で
資
料
の

保
管
に
適
し
た
環
境
と
は
い
え
な
い
が
、

入
場
者
数
は
多
い
の
で
、
資
料
館
と
し
て

の
内
容
を
変
更
し
、
丸
岡
城
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
と
し
て
整
備
し
て
、
引
き
続

き
利
活
用
を
考
え
た
い
。

答答答

答

問問問

問
１
５
０
０
万
円
と
い
う
結
果
が
で
た
。

無
償
化
が
一
番
い
い
と
は
思
う
が
、助

成
金
の
拡
充
で
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

就
学
前
の
子
ど
も
は
重
症
化
す
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
坂
井
市
独
自
の
補
助
を

し
て
い
る
。小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生

と
世
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
重
症
化
の

度
合
い
が
少
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
れ
か
ら
小
学
生
に
関
し
て
重
症

化
の
度
合
い
を
研
究
し
な
が
ら
、
効
果

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
拡
充
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の一環
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
無
料
化
に

本
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の

状
況
は
。

平
成
29
年
２
月
末
現
在
、
小
中
学
校

で
の
感
染
し
た
患
者
数
は
合
計
で
１
８

４
８
人
で
あ
る
。

市
内
の
平
成
28
年
度
に
お
け
る
小
中

学
校
の
学
級
閉
鎖
の
状
況
は
。

平
成
29
年
２
月
末
現
在
、
小
学
校
の

ク
ラ
ス
数
に
つ
い
て
は
、
三
国
地
区

６
、
丸
岡
地
区
11
、
春
江
地
区
10
、
坂

井
地
区
４
で
あ
り
、
中
学
校
の
ク
ラ
ス

数
は
、
三
国
中
１
、
丸
岡
中
３
、
春
江

中
３
が
学
級
閉
鎖
に
な
り
、
坂
井
市
全

体
で
３
７
７
ク
ラ
ス
の
う
ち
約
10
％
の

37
ク
ラ
ス
が
学
級
閉
鎖
と
な
っ
た
。

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
高
齢
者
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無
料
化
に
で

き
な
い
の
か
。

現
行
で
は
１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
と
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
は

予
防
接
種
料
金
の
一
部
助
成
を
行
っ
て

い
る
。

任
意
の
予
防
接
種
を
無
料
化
し
て
い

る
自
治
体
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
は
考
え
に
く
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
仮
に
無
料
化
を
行
っ
た
場
合

の
試
算
で
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
高

齢
者
の
無
料
化
を
合
わ
せ
る
と
、
約
１
億

▲市における未就学児の補助金制度

▲丸岡歴史民俗資料館
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答答

答答

問問

問問

川畑　孝治

資
源
ご
み
分
別
収
集
の
今
後
の
方
向
性

丸
岡
地
区
が
実
施
し
て
い
る
拠
点
方

式
資
源
ご
み
回
収
で
は
、
収
入
と
支
出

の
差
は
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
。

業
者
へ
の
委
託
料
が
２
０
０
０
万

円
、
回
収
さ
れ
た
資
源
物
の
売
却
額
は

１
５
０
万
円
で
あ
る
。

丸
岡
地
区
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に

変
更
し
た
場
合
、
委
託
料
で
３
０
０
０

万
円
、
収
入
で
指
定
ご
み
手
数
料
と
し

て
、
３
０
０
万
円
の
収
入
が
見
込
ま
れ

る
。今

後
、
各
地
区
の
分
別
収
集
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

合
併
時
に
、
丸
岡
地
区
の
拠
点
方
式

分
別
収
集
に
よ
る
市
内
統
一
を
目
標
と

し
た
が
、
高
齢
化
の
問
題
や
収
集
場
所

の
確
保
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
平
成
26

年
度
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の

見
直
し
の
際
、
他
の
地
区
へ
の
導
入
は

実
施
し
な
い
と
の
方
針
と
な
っ
た
。

ご
み
の
減
量
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
が
各
区
で
概
ね
目
的
が
達
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
環
境
指
導
員
事
業
を

見
直
す
と
さ
れ
て
い
る
が
。

分
別
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
市
民
に

浸
透
さ
れ
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。今

後
は
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
さ

ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
識
を
広
く
浸

答答答

答

問問

問

問

戸板　　進

透
、
習
慣
化
し
て
い
く
よ
う
な
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
の
環
境
指
導
員
手
当
を
地

域
美
化
協
力
金
に
変
更
し
、
３
年
後
に

打
ち
切
る
と
さ
れ
て
い
る
が
。

計
画
で
は
３
年
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
各
区
の
活
動
に
つ
い
て
、

何
も
支
援
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
考
え
て
い
る
。

小
中
学
校
に
お
け
る

英
語
教
育
は

　
文
部
科
学
省
の
次
期
学
習
指
導
要
領

で
は
、
外
国
語
活
動
を
小
学
３
、
４
年
生

か
ら
始
め
、
５
、
６
年
生
で
教
科
化
さ
れ

る
。福

井
県
で
は
２
年
前
倒
し
で
実
施
さ

れ
る
が
対
応
は
。

県
と
連
携
し
な
が
ら
、
小
中
連
携
を

図
る
研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
英
語
教
育
環
境
の
充
実
を
図

る
。市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
募
集
し

て
は
。

英
語
の
絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
、
学
校

と
検
討
し

た
い
。

春
江
支
所
の
活
用
は

春
江
支
所
の
２
階
を
１
フ
ロ
ア
に
改

修
し
て
約
７
５
０
０
箱
分
の
書
庫
を
設

置
す
る
計
画
で
あ
る
。

現
在
、庁
舎
整
備
計
画
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、整
備
後
を
視
野
に
入
れ
た
市
の

施
設
の
有
効
活
用
が
必
要
で
は
。

平
成
29
年
11
月
頃
か
ら
三
国
支
所
を

取
り
壊
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
三
国

支
所
に
保
存
し
て
い
る
公
文
書
を
移
動

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

本
庁
裏
に
あ
る
防
災
セ
ン
タ
ー
な
ど

も
書
庫
と
し
て
検
討
し
た
が
、
強
度
が

足
り
ず
多
額
の
費
用
が
必
要
に
な
る
た

め
、
春
江
支
所
の
２
階
が
最
適
と
考
え

る
。新

た
な
事
業
や
起
業
・
N
P
O
な
ど

を
始
め
る
ス
タ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て

貸
し
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
、
雇
用
対
策
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

が
必
要
で
は
。

ま
た
、
各
種
団
体
の
活
動
の
拠
点
が

欲
し
い
と
聞
い
て
い
る
。検
討
を
。

夜
間
で
も
誰
も
が
、
２
階
ま
で
自
由

に
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

庁
舎
管
理
の
観
点
か
ら
、
支
所
の
事
務

所
ス
ペ
ー
ス
と
区
別
す
る
な
ど
大
規
模

な
改
修
が
必
要
に
な
る
た
め
、
書
庫
と

し
て
利
用
し
た
い
。

一 般 質 問 一 般 質 問

▲丸岡地区拠点方式分別収集の様子

▲坂井市役所春江支所

上坂　健司

川端　精治

答答 答

答

問問問答 問

問

地
域
通
貨（
市
内
共
通
の
お
買
物
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
な
ど
）の
導
入
は
ど
う
か
。

地
域
通
貨
そ
の
も
の
や
市
内
で
の
消

費
に
魅
力
が
あ
る
か
が
課
題
の
中
、
地

域
の
商
業
圏
域
の
付
加
価
値
を
高
め
る

た
め
の
市
内
統
一
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の

構
築
な
ど
、
新
た
な
可
能
性
を
検
討
し

た
い
。

　

※リーサス（ＲＥＳＡＳ）…地域経済分析システム。産業構造や人口動態、人の流れなどに関するビックデータを集約し、可視化できる。

坂
井
市
の
経
済
の
好
循
環
を

リ
ー
サ
ス
の
地
域
経
済
循
環
図
か
ら

読
み
取
れ
る
本
市
の
特
徴
は
。

本
市
は

83.

２
％
で
、
他
の
地
域
か
ら

流
入
す
る
所
得
に
依
存
し
て
お
り
、
福

井
市
は
１
１
７.

６
％
で
あ
り
、
近
隣
市

町
は
福
井
市
の
雇
用
に
依
存
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

民
間
消
費
は
マ
イ
ナ
ス
27.

１
％
で
民

間
消
費
が
地
域
外
に
流
出
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、市
外
で
の
消
費
が
多
い
。

市
外
へ
の
流
出
額
は
６
２
２
億
円
、

仮
に
地
域
経
済
循
環
率
が
１
０
０
％
に

な
れ
ば
、財
政
面
の
期
待
は
ど
う
か
。

坂
井
市
の
事
業
者
な
ど
で
な
い
と
期

待
は
で
き
な
い
が
、
単
純
計
算
と
し
て
、

３
億
７
千
万
円
の
増
収
効
果
は
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

企
業
誘
致
の
国
や
県
へ
の
取
り
組
み

は
。本

社
機
能
や
先
端
技
術
を
有
す
る
成

長
産
業
の
企
業
の
誘
致
を
行
う
た
め
の

支
援
制
度
を
創
設
し
、
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
や
北
陸
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
に
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

企
業
誘
致
の
調
査
・
対
策
・
戦
略
の

た
め
に
専
門
官
の
配
置
は
ど
う
か
。

加
賀
市
の
事
例
は
あ
る
が
、
費
用
対

効
果
の
面
で
調
査
研
究
を
行
っ
た
上
で

検
討
し
た
い
。

　

答答 答

答

問問問問

掲
げ
、全
国
の
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致
を
強
化
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

福
井
港
へ
の
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
の
早
急

な
誘
致
活
動
お
よ
び
港
湾
整
備
を
福
井

県
に
強
く
要
望
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
は
。

過
去
に
も
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
の
実
績

を
踏
ま
え
、
空
港
や
新
幹
線
以
外
の
坂

井
市
の
玄
関
口
と
し
て
福
井
港
の
利
活

用
で
き
る
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

訪
日
外
国
人
観
光
客
の
需
要
拡
大

を
見
込
ん
だ
福
井
港
の
さ
ら
な
る

活
性
化
を

「
越
前
加
賀
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
機

構
」
に
よ
る
、
市
長
の
香
港
に
お
け
る

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
活
動
内
容
と
今
後
の

具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

ア
ジ
ア
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
捉
え
、

外
国
人
に
対
応
で
き
る
ツ
ー
ル
を
積
極

的
に
活
用
す
る
。
ま
た
、
旅
行
・
広
告

の
専
門
業
者
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
効
果
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。

福
井
県
は
外
国
人
宿
泊
者
数
が
全
国

最
下
位
で
あ
る
。「
越
前
加
賀
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
推
進
機
構
」で
取
り
組
む
宿
泊
者
数

増
加
に
つ
な
が
る
具
体
的
な
施
策
は
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
や
情
報
の
多
言
語

化
な
ど
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
い

た
広
域
観
光
を
推
進
し
て
い
く
。

福
井
港
を
含
む
重
要
港
湾
か
ら
特
定

地
域
振
興
重
要
港
湾
に
見
直
さ
れ
た
、

13
港
湾
が
所
在
す
る
自
治
体
で
形
成
さ

れ
る
特
定
地
域
振
興
重
要
港
湾
活
性
化

協
議
会
の
活
動
内
容
を
伺
う
。

13
の
港
湾
が
所
在
し
て
い
る
、
16
の

自
治
体
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
国
土
交
通

省
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
２
０
２
０
年
の
訪
日

外
国
人
観
光
客
５
０
０
万
人
を
目
標
に

※

▲坂井市地域経済循環図

▲平成25年に福井港に寄港した「ぱしふぃっくびいなす」
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田中千賀子

永井　純一

答 答答答

答答答

問問問問

問問問

女
性
活
躍
推
進
の
取
り
組
み
は

オ
ン
ブ
ッ
ト
制
度
の
進
捗
状
況
は
。

現
在
の
体
制
で
さ
ら
な
る
推
進
を
し

て
い
く
。

企
業
の
女
性
管
理
職
の
比
率
を
高
め

る
た
め
の
対
策
は
。

人
口
減
少
に
よ
る
、
育
児
・
介
護
・

働
き
手
不
足
に
対
応
で
き
る
職
場
環
境

づ
く
り
、
性
別
に
関
係
な
く
活
躍
で
き

る
社
会
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

企
業
に
市
の
条
例
は
配
布
し
て
い
る

の
か
。

現
在
は
し
て
い
な
い
が
、
条
例
、
計

画
な
ど
示
し
て
い
く
。

水
産
行
政
の
取
り
組
み
は 

三
国
の
底
引
き
網
漁
業
は
92
年
の
歴

史
が
あ
る
皇
室
へ
の
献
上
ガ
ニ
・
甘
エ

ビ
な
ど
、
沿
岸
小
型
漁
業
は
甘
ダ
イ
・

メ
バ
ル
な
ど
、
浅
海
漁
業
は
ア
ワ
ビ
・

サ
ザ
エ
・
ワ
カ
メ
な
ど
全
国
に
誇
れ
る

お
い
し
い
海
の
幸
が
た
く
さ
ん
と
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
海
の
道
の
駅
構
想
の

取
り
組
み
は
。

地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
を
販

売
、
調
理
し
て
提
供
す
る
こ
と
は
市
の

水
産
業
の
活
性
化
、
観
光
拠
点
と
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
。

経
済
の
活
性
化
、
漁
業
者
・
船
主
の

所
得
向
上
、
後
継
者
育
成
、
学
校
給
食
へ

の
提
供
、
雇
用
の
拡
大
、
水
産
食
品
企
業

の
醸
成
、
観
光
と
連
携
し
た
漁
業
の
推

進
な
ど
、
市
の
経
済
発
展
に
寄
与
す
る

と
考
え
る
が
、
後
継
者
問
題
と
対
策
、
課

題
は
。

漁
業
の
安
定
的
な
所
得
向
上
、
魅
力

的
な
産
業
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

漁
業
就
業
者
の
実
態
把
握
は
。

５
年
毎
に
調
査
を
し
、
三
国
地
区
の

総
数
は
２
５
３
名
で
あ
る
。

学
校
給
食
、
食
育
と
い
う
観
点
か
ら

加
工
場
の
設
置
は
ど
う
考
え
る
か
。

水
産
業
関
係
者
と
今
後
協
議
を
し
て
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

一般質問・本庁舎整備特別委員会視察報告 一 般 質 問

※

※

答 答

答

問問

問

市
の
Ｐ
Ｒ
推
進

坂
井
市
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
動
く

啓
発
看
板
を
作
成
し
て
は
。

動
く
啓
発
看
板
、
走
行
範
囲
に
比
例

し
て
認
知
が
増
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
自
動
車
の
所
有
者
の
理
解
や
協
力

が
得
る
事
が
で
き
れ
ば
、
広
範
囲
で
市

を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
考
え
る
。

今
後
、
賛
同
者
や
Ｐ
Ｒ
方
法
を
調
査

研
究
す
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」

 

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
学
校

教
育
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
は
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標
と
し
て
、
貧

困
、
人
権
な
ど
17
の
目
標
と
１
６
９
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
掲
げ
ら
れ
、
既
に
学
校

現
場
で
取
り
組
ん
で
い
る
多
く
の
も
の

が
含
ま
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
各

学
校
に
紹
介
し
、
実
際
の
教
育
課
程
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
の
関
連
性
に
つ
い

て
整
理
し
て
い
き
た
い
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
教
育
）
に
つ
い
て
、
鳴
鹿
小
学
校
が

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
加
盟
し
、
活
動

し
て
い
る
。

市
が
積
極
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲
げ
ら

れ
た
目
標
達
成
に
取
り
組
む
べ
き
と
思

う
が
所
見
を
伺
う
。

市
に
お
い
て
、
国
連
の
動
き
と
関
係

な
く
、
福
祉
保
健
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

各
種
福
祉
事
業
の
実
施
、
地
域
に
根
差

し
た
健
康
づ
く
り
、
市
民
と
協
働
に
よ

る
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

今
後
策
定
す
る
第
三
次
福
祉
保
健
総

合
計
画
の
中
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る

具
体
的
施
策
を
盛
り
込
ん
で
、
目
標
達

成
に
貢
献
し
て
い
く
。

※オンブット…男女平等に関する情報提供や意見などを受け、問題解決に取り組む体制。

※ＳＤＧｓ…持続可能な開発目標のことで、地球を取り巻くあらゆる課題の解決を目指し、国連が掲げたもの。

畑野麻美子

　平
成
26
年
か
ら
28
年
に
増
改
築
工

事
が
終
了
し
た
３
カ
所
の
市
役
所
庁

舎
を
視
察
し
ま
し
た
。

愛
知
県
愛
西
市
役
所
庁
舎

　高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育
て
に

配
慮
し
た
施
設
と
な
っ
て
お
り
、

「
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
授
乳
室
」

「
ス
ロ
ー
プ
の
直
線
化
」
な
ど
は
、

意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
採

用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
地

震
対
策
と
し
て
、
免
震
構
造
の
採

用
、
洪
水
対
策
と
し
て
主
要
機
器
な

ど
の
上
層
階
設
置
、
止
水
板
設
置
な

ど
の
整
備
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

後
の
課
題
と
し
て
は
、
支
所
の
あ
り

方
や
旧
分
庁
舎
の
活
用
方
針
な
ど
を

挙
げ
て
い
ま
し
た
。

愛
知
県
清
須
市
役
所
庁
舎

　地
下
１
階
ピ
ロ
テ
ィ
駐
車
場
は
、

雨
に
濡
れ
ず
に
入
庁
で
き
る
ほ
か
、

「
お
も
い
や
り
駐
車
場
」
を
設
け
、

車
い
す
の
方
な
ど
に
も
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
交
流
空
間
や

市
民
活
動
拠
点
を
設
置
す
る
な
ど
、

市
民
に
開
か
れ
た
庁
舎
と
な
っ
て
い

ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
増
築
棟
と

既
存
棟
の
機
能
・
性
能
面
の
差
が
大

き
い
こ
と
や
庁
舎
間
の
行
き
来
に
不

便
を
生
じ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い

ま
し
た
。

岐
阜
県
海
津
市
役
所
庁
舎

　１
階
は
、
総
合
案
内
や
市
民
利
用

の
中
心
と
な
る
部
門
が
集
約
し
た
配

置
と
さ
れ
、
設
計
段
階
で
来
庁
者
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
そ
う
で
す
。

災
害
対
策
本
部
室
は
常
設
で
あ
り
、

会
議
室
の
避
難
所
活
用
や
、
各
階

ホ
ー
ル
は
広
く
設
計
さ
れ
る
な
ど
、

災
害
復
旧
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
敷
地
拡

張
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
や
、
支
所

の
庁
舎
活
用
計
画
な
ど
も
課
題
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
本
庁
舎

の
増
築
に
あ
た
り
、
費
用
対
効
果
や

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
十
分
に

精
査
し
、
真
に
必
要
な
機
能
を
有
し

た
経
済
的
な
施
設
と
し
て
整
備
し
て

い
く
必
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

丸
岡
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
整
備
は

子
ど
も・若
者
か
ら
高
齢
者
が
集
う

広
場
に

住
民
協
議
会
の
設
置
は
す
る
の
か
。

　

女
性
の
声
を
生
か
す
べ
き
。

協
議
会
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い

が
、
地
元
や
女
性
の
声
を
聞
い
て
進
め

て
い
く
。

消
防
署
跡
地
に
は
、
小
さ
な
子
ど
も

ハ
ウ
ス
を
建
て
親
子
で
遊
べ
る
場
を
。

よ
い
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
が
、
消
防
署
跡

地
の
活
用
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

青
空
マ
ル
シ
ェ
、
屋
内
マ
ル
シ
ェ
な

ど
楽
し
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
。

マ
ル
シ
ェ
は
、
若
い
女
性
の
間
で
人

気
が
あ
り
、
誘
客
に
も
つ
な
が
る
。

農
産
物
の
直
売
所
を
置
き
、
坂
井
市

な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
で
き
る

食
堂
を
。

簡
単
な
カ
フ
ェ
機
能
を
施
設
に
付
加

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

学
校
給
食
費
無
料
化
に
む
け
て

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
減
ら
し
子

育
て
支
援
と
若
年
層
人
口
増
に
も
期
待

し
、
段
階
的
な
給
食
費
補
助
を
。

市
の
ど
の
事
業
を
優
先
し
て
負
担
軽

減
を
図
る
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
時
点
で
は
難
し
い
。

　

答答答答

答答答

答 問問問問問

問

丸
岡
学
校
給
食
の
自
校
式
の
存
続
と
、

民
間
委
託
の
学
校
給
食
の
見
直
し
を

丸
岡
学
校
給
食
の
自
校
式
を
今
後
最

大
限
残
す
こ
と

今
後
も
自
校
式
給
食
施
設
を
運
営

し
、
安
全
・
安
心
で
安
定
し
た
給
食
を

提
供
し
た
い
。

丸
岡
中
学
校
給
食
を
春
坂
給
食
セ
ン

タ
ー
で
供
給
す
べ
き
。

業
者
の
実
施
状
況
、
学
校
、
保
護

者
、
地
域
の
方
々
な
ど
の
意
見
を
聞
い

て
状
況
を
確
認
、
把
握
し
た
い
。

丸
岡
南
中
学
校
、
鳴
鹿
小
学
校
の
食
材

費
を
含
め
た
業
務
委
託
は
見
直
す
べ
き
。

食
材
の
発
注
や
納
品
状
況
、
金
額
の

確
認
、
調
理
員

の
健
康
状
態

な
ど
点
検
、
確

認
し
て
い
る

が
問
題
な
い
。

問問

▲丸岡バスターミナル周辺

▲海津市役所１階の様子
▲鳴鹿小学校ＥＳＤ授業の様子

▲福井県漁業協同組合連合会三国支所

本庁舎整備特別委員会視察報告　1月23日～24日
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次回の議会報告会は…

5月24日（水）
午後７時～

5月25日（木）
午後７時～

加戸・公園台コミュニティセンター
1階　大会議室

三国町加戸136-7-7
TEL 82-0356

高椋コミュニティセンター
3階　大会議室

丸岡町西里丸岡12-21-1
TEL 68-0843

春江中コミュニティセンター
3階　301会議室

春江町随応寺17-17
TEL 51-1104

三国木部コミュニティセンター
2階　ホール

東十郷コミュニティセンター
2階　視聴覚室

三国町楽円30-1
TEL 81-2778

丸岡城のまちコミュニティセンター
１階　さくらホール

丸岡町霞町1丁目13-1
TEL 66-1276

坂井町長畑25-11-1
TEL 66-4567

第
19
回

　議
会
報
告
会

人
口
を
増
や
す
た
め
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た

　２
月
14
日
に
新
保
、
磯
部
、
大
関
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
15
日
に
三

国
、
の
う
ね
の
郷
、
春
江
西
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　12
月
定
例
会
の
報
告
の
後
、
「
合
併
10
年
、
こ
れ
か
ら
の
坂
井
市
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の

坂
井
市
に
つ
い
て
の
ご
意
見

・
空
家
、
空
き
地
問
題
が
増
え
て
き
て
い

る
。
若
い
人
た
ち
が
戻
る
よ
う
な
方
法

を
。

・
県
と
市
と
協
力
し
て
企
業
誘
致
を
し

て
、
若
い
人
が
働
き
や
す
い
場
所
を
つ

く
る
べ
き
。

・
交
通
の
ア
ク
セ
ス
を
考
え
直
し
て
、
生

活
が
し
や
す
い
と
う
た
っ
た
ほ
う
が
い

い
の
で
は
。

・
子
ど
も
が
多
い
地
区
、
お
年
寄
り
が
多

い
地
区
が
混
在
し
て
い
る
の
で
、
地
域

別
の
対
策
を
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な

ど
若
い
人
の
参
加
が
少
な
い
。
核
家
族

化
も
進
ん
で
い
る
の
で
、
活
動
し
て
い

る
間
、
子
ど
も
を
見
て
あ
げ
る
機
会
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。

・
同
居
だ
と
経
済
的
な
負
担
が
減
り
、
世

代
間
が
協
力
し
て
育
児
が
で
き
る
。
ぜ

ひ
、
同
居
を
推
進
す
る
た
め
の
補
助
金

制
度
を
設
け
る
べ
き
。

・
少
子
化
も
進
む
中
で
、
税
収
減
に
な

る
。
財
政
を
き
ち
ん
と
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
と
思
う
。

市
政
全
般
に
つ
い
て
の
ご
意
見

・
新
幹
線
が
い
ず
れ
来
る
が
、
東
尋
坊
へ

の
ル
ー
ト
を
わ
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し

い
。

・
丸
岡
の
認
知
度
、
坂
井
市
の
認
知
度
が

低
い
。
お
金
を
か
け
な
い
で
認
知
度
を

高
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

・
海
外
の
お
客
が
来
ら
れ
る
よ
う
に
看
板

を
英
語
に
す
る
な
ど
が
必
要
。

・
観
光
地
の
ト
イ
レ
の
整
備
が
大
事
。
介

護
用
な
ど
の
大
き
い
ト
イ
レ
が
必
要
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
見
直
し
を
。
乗

る
時
間
帯
の
傾
向
を
調
べ
て
は
。
交
通

弱
者
の

こ
と
を

考
え
て

ほ
し
い
。

・
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
を
し
ぼ
っ
て
ほ
し

い
。

・
市
民
に
開
か
れ
た
場
所
で
な
く
、
一
部

の
参
加
者
だ
け
は
、
意
味
が
な
い
。

・
出
席
さ
れ
た
議
員
さ
ん
が
、
今
年
１
年

で
自
分
が
さ
れ
た
、
こ
れ
は
と
い
う
こ

と
を
１
点
ず
つ
で
よ
い
の
で
話
を
し
て

ほ
し
い
。

・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
増
加
す
る
た
め
の
、

具
体
的
な
対
策
案
を
聞
か
せ
て
ほ
し
か

っ
た
。

・
人
口
減
少
が
、
と
て
も
深
刻
だ
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

・
い
ろ
い
ろ
と
意
見
が
出
て
よ
か
っ
た
。

こ
れ
を
ぜ
ひ
市
政
に
活
か
し
て
ほ
し

い
。

・
時
間
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

意
見
が
出
に
か
か
る
と
終
わ
り
な
の

で
、
も
う
少
し
長
い
方
が
よ
い
。

・
気
楽
に
お
話
で
き
る
の
が
よ
い
。

・
全
員
に
意
見
を
聞
く
機
会
を
つ
く
っ
て

い
た
だ
い
て
、
大
変
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

▲大関コミュニティセンターでの様子

　３
月
定
例
会
の
報
告
と
意
見
交
換
会
で
す
。

議
会
や
市
政
に
対
す
る
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　住
所
に
関
係
な
く
、
ど
の
会
場
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

みなさんからお聞きした要望やご意見は…

　議会報告委員会において整理し、回答が必要な場合は、
関係部署に確認の上、回答をしています。
　また、いただきましたご意見を取りまとめ、市長に報告
をしたり、一般質
問や常任委員会な
どで取り上げたり
するなど、みなさ
まの声を市政に届
けています。

▲議会報告委員会の様子

Ｑ．本日の議会報告会はどうでしたか。

64％25％

6％
5％

評価する

評価しない

無記名

どちらとも
言えない

定例会審議結果 1819

アンケートから見る議会報告会への意見

議 会 報 告

3月定例会に提出された議案と議決結果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

原案答申

原案答申

原案答申

原案答申

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○ 

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶
̶

̶

̶
̶
̶
̶
̶
̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶
̶
̶
̶
̶
̶ 

×

×

○

○

○

×

×

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

×

×

×

×

○

○

×

○

○

○

○

□
○
○
○
○
○

×

×

○

○

○

×

×

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

×

×

×

×

○

○

×

○

○

○

○

□
○
○
○
○
○

□

平成28年度坂井市一般会計補正予算
（第４号）

平成28年度坂井市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）

平成28年度坂井市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第２号）

平成28年度坂井市水道事業会計補正予算
（第2号）

平成28年度坂井市公共下水道事業会計補
正予算（第２号）

平成29年度坂井市一般会計予算

平成29年度坂井市国民健康保険特別会計
予算

平成29年度坂井市後期高齢者医療特別会
計予算

平成29年度坂井市水道事業会計予算

平成29年度坂井市公共下水道事業会計予算

平成29年度坂井市農業集落排水事業会計
予算

平成29年度坂井市病院事業会計予算

字の一部区域の変更について

市道路線の認定について

市有財産の無償譲渡について

市有財産の無償譲渡について

指定管理者の指定の期間の変更について

指定管理者の指定の期間の変更及び指定
管理者の指定について

坂井市職員の勤務時間、  休暇等に関する
条例及び坂井市職員の育児休業等に関す
る条例の一部を改正する条例について

坂井市税条例等の一部を改正する条例に
ついて

坂井市立保育園条例の一部を改正する条
例について

坂井市ゆりの里公園条例の一部を改正す
る条例について

坂井市坂井地域交流センター条例等の一
部を改正する条例について

坂井市竹田水車メロディーパーク条例の
一部を改正する条例について

坂井市空き家等の適正管理に関する条例
の一部を改正する条例について

坂井市立幼稚園保育料条例の一部を改正
する条例について

坂井市ゲートボール場条例の一部を改正
する条例について

坂井市テニス場条例の一部を改正する条
例について

平成28年度坂井市一般会計補正予算
（第５号）

参議院議員選挙制度における合区の解消
に関する意見書提出について

副市長の選任について

教育委員会委員の任命について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

発議第１号

同意第１号

同意第２号

諮問第１号

諮問第２号

諮問第３号

諮問第４号
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６月定例会会期日程（予定）

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。

第 44 号

第
4
4
号
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2017.53月定例会

　目
に
も
鮮
や
か
な
、街
の
木
々
の

緑
が
美
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　草
木
や
花
に
と
、飛
び
交
う
蝶

や
、田
ん
ぼ
の
水
の
中
を
泳
ぐ
、オ

タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
、ま
た
大
空
を
羽
ば

た
く
鳥
な
ど
、こ
の
世
の
、「
生
き
と

し
生
け
る
」す
べ
て
の「
命
あ
る
生

き
物
」が
活
発
に
動
き
出
し
ま
す
。

　そ
ん
な
、躍
動
と
生
命
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
た
季
節
、我
々

「
坂
井
市
議
会
」も
、大
地
と
太
陽

か
ら
た
く
さ
ん
の
精
気
を
も
ら
い
、

今
ま
で
以
上
に
活
発
に
前
を
向
い

て
、市
政
全
般
に
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
開
か
れ
た
坂
井
市

議
会
を
目
指
し
て
い
く
中
で
、こ

の「
坂
井
市
議
会
だ
よ
り
」の
果
た

す
役
割
は
大
き
い
と
、信
じ
て
い

ま
す
。

　今
後
も
、し
っ
か
り
と
し
た
情
報

開
示
と
、見
や
す
い
紙
面
づ
く
り

に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　変
わ
ら
ぬ
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（T・W
）

傍聴受付・お知らせ

議会を傍聴してみませんか

６月  ９日（金）１０時～　　　　　　　　　本会議（行政報告・議案説明など） 

６月１９日（月）１０時～・２０日（火）１０時～　　本会議（一般質問） 

６月２２日（木）１０時～　　　　　　　　　産業建設常任委員会 

６月２３日（金）１０時～　　　　　　　　　教育民生常任委員会 

６月２６日（月）１０時～　　　　　　　　　総務常任委員会 

６月３０日（金）１０時～　　　　　　　　　本会議（委員長報告・採決など） 

Top
ics 2月20日

　昨年12月19日の坂井高校議会塾で生徒の
みなさんから出された提案をまとめ、竹吉
校長に報告しました。

※問い合わせや議会だよりに対するご意見がありましたら、左記の議会事務局連絡先までご連絡ください。

傍聴受付が簡単に！

名前、住所の記入をしなくてもＯＫ！
　平成２９年１月から、事務局で傍聴券を受け取るだけで、議会の
傍聴ができるようになりました。議場で、どのようなやりとりがされ
ているのか、ぜひ、生の空気を感じにお越しください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

坂井市役所本庁舎３階の議会事務局までお越しください。
※事前予約の必要はありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
傍聴券を受け取り、着用してください。
※お帰りの際には、傍聴券を議会事務局に返却してください。
　　　　　

議場の傍聴席は、２０席です。
※本会議の途中で入場や退場をすることもできます。
※傍聴席に空きがない場合は、多目的研修センター３階ロビーの
　テレビで本会議の模様をご覧になれます。

受　付

傍聴券

傍聴席

議　場

傍聴券

傍聴席

加戸小学校　6年

岩城　奏翔
いわ　き かな　と

当初予算概要

予算特別委員会

補正予算概要・広域連合・一部事務組合報告

常任委員会報告

代表質問

一般質問

一般質問・本庁舎整備特別委員会視察報告

定例会審議結果

議会報告会報告

傍聴受付・お知らせ

西長田
ゆりの里駅

太郎丸エンゼルランド駅

西春江ハートピア駅

下兵庫こうふく駅

大 関 駅

表紙 ： えち鉄駅名変更セレモニーの様子


